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2018年1月29日　知事への政策・制度要求を実施しました。
　2年ごとに実施している「政策・制度　要求と提言」を1月29日に県
知事あて提出しました。昨年より連合島根は政策・制度委員会で各構
成組織からの意見をもとに議論を重ね、6分野36項目からなる要求書
をまとめました。雇用労働分野をはじめ人口減対策、地域福祉など島
根における地域課題は山積しています。
　要求書に対する回答は2月28日を予定していますが、2月定例県議会
における連合推薦議員との連携した取り組みや、県からの回答書を踏
まえた各部局交渉などを実施し、連合の目指す政策・制度の実現を目
指します。
※「連合島根2018～2019政策・制度　要求と提言」は連合島根HPに
　掲載しています。
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　1月27日（土）に連合島根女性委員会第25回定
期総会を開催し、50名が出席しました。総会では
2017年度活動報告の後、2018年度活動方針及び
2018年度役員体制を確認しました。また総会終了
後、「障がいを知り、共に生きる」と題し杉原るみ
こ氏（出雲市健康福祉部福祉推進課係長）、「い
つまでも健康で活き活きと働き続けるために」と
題し戸田稔子氏（松江生協病院女性診療科部
長）を講師に迎えてセミナーを開催しました。

　12月23日（土）に連合島根青年委員会「リーダー
研修会」及び「第26回代表者会議」を開催し、40名
が出席しました。研修会では、島根大学教育学部教
授 稲垣卓司氏を講師に迎え、「LGBTの理解 ～性
別違和感のある方への対応～」と題した講演をいた
だき、参加者全員でLGBTについて学びました。代
表者会議では、2018年度活動方針と新たに大谷剛
史郎氏を委員長とする新役員体制を確認しました。
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【2018連合島根春季生活闘争方針】
①すべての組合は、月例賃金にこだわる闘いを進めることとし、定昇・賃金カーブ維持相当
分（約2％）を確保し、「底上げ・底支え」「格差是正」分などとして、2％（合計4%）を賃
上げ要求基準とする！
②「『賃上げ』をはじめとする労働条件の引き上げ」「非正規労働者の労働条件改善」「職
場における男女平等の実現」「ワークライフバランス社会の実現（時短など）」「ワーク
ルールの取り組み」「政策・制度実現」に向けて2018春季生活
　闘争に取り組んでいく。
　※「春季生活闘争方針」は連合島根HPに掲載しています

　1月18日（木）に松江市のホテル白鳥にて第55回地方委員会を開
催し、2018春季生活闘争の方針を決定しました。冒頭仲田会長よ
り、「月例賃金の向上、すべての働く仲間の『格差是正』、ワークライ
フバランス社会の実現に向けての総実労働時間の縮減に向けた取
り組みを地域・職域で展開し、島根に働くすべての労働者の処遇改
善を目指す。特に働く人の命に関わる長時間労働に歯止めをかけ
る」と挨拶がありました。
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